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本会創立の経緯と第 15回 国際燃焼シンポジウムの思い出

名誉会員 秋 田 一 雄

本会創立に はやや複雑な経緯が ある こ の創立に尽力さ

れた多 くの方々は故人 とな られ,当 時の事情 を知 る人が殆

どいないよ うに思 うので, ここに私の持っていた資料をも

とにその経緯を記 しておきたい と思 う

先ず,そ の頃 日本 学術会議 に燃焼研究連絡委員会なる組

織があ り,そ こで燃焼 に関係のある学会か ら代表委員が出

ていろいろな企画や調整 をして いた そ れを国際 的な燃焼

学会への対応を合 めて 日本にお ける燃焼研究の全国組 織を

立ち上げよ うとしたのが 日本燃 焼懇話会であ り,そ の最初

の会合が開かれたのが昭和 28年 (1953勺 11月 11日 であ

る こ の懇話会は昭和 30年 (1955勾 3月 までに 4回 開か

れているが,そ の間の委員は会長が八木先生,幹 事は熊谷,

疋日,芥 川,清 水 ,坂 本の各先 生で,い ずれ も燃 焼研連の

委員である そ の後 , この会は現 在の 日本燃焼学会の前身

であ る日本 燃焼研究会 の設立 に向けて,昭 和i30年 (1955

年)3月 3日 の幹事会を経て,同 年 4月 23日 に会名や規定

の最終案を検討 し, 同年の 5月 25日 (金)に 創立総会を開

いて正式に 日本燃焼研究会への移行を決めた 日 本燃焼研

究会の創立 日については,準 備会の性 格を持つ 日本燃焼懇

話会の発足 した昭和 28年 11月 11日 とするか,上 記の昭

和 30年 5月 25日 とす るかいろいろな意見があつたようで

あるが, 昭和 30年 度の 日本燃焼研究会の決 算報告には昭

和 28年 度 と昭和 29年 度の日本燃焼懇話会の収支が合わせ

て報告され ていることなどか らみて,筆 者は後の方の 日付

にす るのが 妥当 と考えて きた ち なみに,そ の懇話会 の支

Hlは昭和 28年 が会合費 と通信費を合 わせて 2,114円,29

年は,諸 雑費が加わって 11,494円であるがぅ昭和 30年 に

なると 135,024円と著 し く増加 している こ れは本 会発足

後の事業の一つ として燃焼に関 する内外の論文抄録 を行な

い,こ れを印刷 ,配 布 した こ とによる 後 に中止 されたこ

の論 文抄録 の配布 は 30年 10月 よ り始 まったが,機 関誌

「燃焼研究 Jの 発行は昭和 34年 (1959)12月か らだか らそ

の頃には未 だ出ていない な お,会 員数は制 度が今 とは違

って関連学会選 出会員 とい うのがあ り,昭 和 30年 度の名

簿によると,全 数は 25名 ,一 般会員は個人会員 と呼ばれ,

その年に は僅か 12名 である 会 費は 600円 ,維 持会員 は

18社 】会費は一 日 10,000円で,会 計報 告を付 き合 わせ る

と二 日以上の維持会員はいない 創 立時 の昭和 30年 度の

役員は会長が八木先生,前 期の 5人 の先生方が幹事,維 持

会員の伊藤,小 幡の両氏が監査役を務められた

これが 31年 度になると,学 会選出会員は変わらないが,

個人公員は 33名 ,維 持会員は 19社 と増 し, また,幹 事に

金原 ,飯 日の両先生が加 わって役員 は 8人 となっている

ただ し,学 会選出会員の制度 は創立か ら 2年 間で消え,昭

和 33年 (1958)2月 の定時総 会の名簿 には会員 は正会員 と

維持会員の二つ しかない さ らにこの年には事業 としての

論文抄録の ほか国際協力,請 演会,見 学会などの活動 に担

当幹事が決め られ本格的な会の運営が始 まっている

筆者はこの論文抄録の行なわれ ていた時代か ら事務 局が

京者「に移 るまでの長 い期間,会 誌 の発行 ,総 会,講 演 会,

見学会の立 突,実 施 などの燃焼研究会の多 くの事務 に携わ

って きたので,色 色な出来 事や思い出も少な くないが,際

限がないので,こ の辺で倉じ立の経緯については終わ りとし,

次 ぎの第 15回 国際燃焼シンポジウムの話 に移 りた い な

お, こ こまで の経 緯 のも う少 し詳 しい記 録につ いて は,

「燃l16研究」第 68号 (1985年 4月 )に 記 した ことがあるの

で,興 味のある方はご覧頂 きたい

さて,第 15回 国際燃焼 シンポジウムは, ご存知 のよう

に昭和 49年 (1974勾 8月 26日 ～ 30日 に開かれているか

ら, 日本燃 焼研究会 が創立 され て 19年 目に当たる も と

より,日 本 における初めての国際燃焼シンポジウムであ り,

日本の成信 にかけて も失敗は許 されない そ のため早 くか

ら疋田先生 を委員長 とす る組織 委員会が作 られ,必 要な準

備が進め られた こ のシンポ ジウムが成功裏に終 り, 日本

支部の評価 が上がったことはご存知の通 りである 筆 者 も

事務局の総 括担当者 として実施 のお手伝いをしたが, この

シンボジウム の詳細は,「燃焼研究J第 37号 (1974年 12

月)の 第 15回 国際燃 焼 シンポジウム特 集号に詳 しいの と,

中心的な役割 を果たされた方の多 くは既に亡 くなられ てい

るが,こ れに参加 されて内容 をよ く知 ってい られる人 も多

いので,行 事の詳 しい内容 は上記の報告書をみて頂 くこと

に して, ここではそれに書かれていない舞台裏の幾つかを

記す ことに し7 Vヽ

まず,事 務局の開設であるが, これは疋田組織委員長や

功刀実行委 員長 と図 り, シンポジウム会場である日本都 市

セ ンターに近 く,各 種の準備 委員の方々が立ち寄 り易い都

道府県会館 の一室を借 り,約 一月前か ら必要 な資料な どを

持ち込み,職 員を常駐 させた こ こでの仕 事は請演会場の

設定か ら参加者の登録や宿泊の準備, さらに両替 の手続 き

にいたるまで実に多彩で, しか も殆 どの人が初めての仕事



とい う難 しさがあつた 過 去に外国 で開催 されたいろい ろ

なシンポジ ウムの見間を唯一の拠 り所 にしたが,不 安 もあ

るし,物 品一つ買 うに して も現在のよ うに電話一本で届け

て くれ る時代ではないか ら,他 の仕事はすべて犠牲 にして

毎 日のようにこの事務局を拠点 に,外 国 りを した り,会 場

との間の行 き来を頻繁 に行った ことをよ く憶 えている 忙

しさは期 日が近づ くにつれ増 し,今 思 うとよ く続いたな と

感 じるが, これは功刀先生を中心 とした実 行委員会だけで

な く,熊 谷先生が委員長を勤め られた講演委員会や金原先

生が委員長 の婦人プログラム委 員会などの総ての部門で も

同じであったように思 う 多 くの方が それぞれの立場か ら

大 きな労力 を払われたことは間違いない な お,来 日され

た国際燃焼 学会の幹部への接待 や難 しい翻訳などにつ いて

は,八 木先生が世話 して下 された語学に堪能で国際シンポ

ジウムに経験 の深 い方 にお願い 出来 たので大 助か りを し

た た だ,残 念なことに,そ の方のお名前は組織委員会の

名簿にはな く,私 も思い出せないが,影 の功労者 と今で も

考えている

次 ぎに記 して お きた いのは,必 要 な費用の ことで ある

言 うまで もな くぅ こ れを日本 燃焼研究会が負担す ることは

到底 出来ないか ら,募 金をしな くてはな らない こ のため

募金委員会 が設 けられ,委 員長 は当時の東京ガスの安西 社

長が引 きうけられた 最 初の会合 で募金は私に任せて,準

備 に力を注 いで下さいとのことで,我 々はこれ についての

総てをお願 いすることにした し か し, どれだけ集 まるか

は分か らないし,他 の収入も必要 と考えて,当 時,昭 和 45
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年 (1970)に開かれた大阪万博の余剰金が基金 として蓄えら

れ, これが学術 的な行事へ貸与 され ていたため,伝 を求め

てその使用 を申請することに した 交 渉は上手 くゆき,金

額 は既に資 料が紛失 して分か らないが,か な りの額 であ り

経理の余裕 が得 られた ことは事実である こ の費用 は残 り

が生 じ,そ の分 は契約に基いて最後 に返 却 した ことを憶 え

ている

もう一つ,忘 れ られな いのが必要な関係費用の免税措置

である こ れは旧大 蔵省,今 の財務省 に申請する必要があ

り,何 回 も足 を運んだが,そ の返事が 中々な く,間 に合わ

な くなって は大変なので,最 後 は手生産 を持つて頼みに行

つて漸 く許可 された と言 うこともあった

最後 に ,今 回来 日 され た時 の 国際 燃 焼 学 会 の GC

Wiliams会 長や B Lcwヽ 教授などの方にお生産 を贈 ろうと

い うことにな り,い ろいろ考えて錦絵 の羽子板 となった

ただ, どうい うわ けかその内一枚が残 り,組 織委員長 の疋

田先生が 「君持 ってゆ けよJと 言われて,有 難 く頂戴 した

こともあった こ の羽子板 は今で も我が家 に とって ある

また, このシ ンポジウムの最後の 日である 30日 には東京

丸の内の三菱重工の本社前に仕 掛けられた時限爆弾が爆発

するとい うテロがあ り,8人 の死者 が出て,そ の影響 をか

な り心配 したことも忘れ られない思い出である

あれか ら約 30年 が過 ぎたが, このシ ンポジウムは私に

とって貴重 な経験であ り,今 では懐か しい思い出 となって

いる
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